

























Relationship between the Boundary Dividing Wild Plants
and Cultivated Plants and Livelihood
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写真 1　ラウアンの中に生えるキワタ 写真 2　 オオホザキアヤメ（Costus speciosus）
写真 3　 ベニバナボロギク（Crassocephalum crepidioides）
























































































































































































































































1 コナギ 食用 食用 食用
2 オモダカ 食用 食用 食用 根も食べる。日本ではクワイの代用。
4 ナンゴクデンジソウ 食用（少） 食用 ─
5 イボクサ 食用 ─ ─
6 ホザキノキカシグサ 薬 薬（少） × 上新寨ではすり潰し化膿場所に直接
はる。梁子寨瑤二隊では歯から血が
でるときに噛む。
7 チョウジダテ 薬 × × 下痢止め。目薬。すり潰して水にま
ぜる。
8 スズメノトウガラシ 薬 × ─ 梁子寨瑤二隊ではタカサブロウに分
類。
9 ヤナギスブタ 薬 × ─ 喉が痛いときに使用。すり潰し，水
にまぜて飲む。
水田




11 ホシクサ 薬 × ─ 毒蛇にかまれたときに使う。潰して
赤色になるまで火にあぶり傷口には
りつける。
12 ホソバチョウジダテ 薬 × ─ 梁子寨瑤二隊ではチョウジダテに分
類。
13 シソ科① 薬 薬（少） ─ 梁子寨瑤二隊では傷薬。すり潰して
はりつける。上新寨では腫れ物に使
う。他の薬草とあわせる。
14 シソ科② ─ 薬（少） ─ 毛虫が肌につきかゆいときに使う。
潰して葉につつみ火であぶったもの
を使用する。
15 サンショウモ 餌 餌 餌 ブタの餌
16 ケミズキンバイ ─ 餌 ─ ブタの餌
17 ドクダミ 食用 食用 ─




畦畔 20 アイダクグ ─ 餌 ─ 水牛の餌
21 オオチドメグサ ─ 薬・毒 ─ 風邪薬。潰して水に入れ体を洗う。
潰して毒漁に使う。
22 カッコウアザミ ─ 薬（少） ─ 鼻血のとき葉を鼻につめる。




24 ツボクサ 食用 食用 食用
畦畔・路傍 25 オオバコ 薬 ─ 薬 梁子寨瑤二隊では風邪薬。ヤオは腹
痛薬。
水路・沢
26 クワレシダ ─ 食用 ─
27 ミズ 食用 ─ ─
28 セリ 食用 ─ ─
29 ベゴニア 食用 ─ ─
草地・路傍
30 ヤマニガナ 薬 ─ ─ 肉が腐ったようになるが痛くないと
いう病状に使用。すり潰しはりつけ
る。
31 オオバコ 食用 ─ ─
32 ワラビ ─ ─ 食用
33 アマチャヅル 食用 ─ ─
34 ベニバナボロギク 食用 食用 ─
草地 35 ヨモギ 薬 ─ ─ 頭痛薬。すり潰して水に入れて飲む。
36 キク科 薬 × 餌 カービエンでは主としてブタ。梁子
寨瑤二隊では化膿した傷口にすり潰
してはる。
林縁 37 オオホザキアヤメ ─ 薬（少） ─ 潰したものを化膿した傷口に直接はる。
38 クリガシ 炭 ─ ─
39 ヒマワリヒヨドリ 薬 ─ ─ 血止め。潰して傷口にはりつける。
40 カラスウリ S.P. 薬 ─ ─ 腹痛止め。煎じる。
41 ジンジャー S.P. 薬 ─ ─ かすみ目，目が膿むのに効果がある。
葉を潰して目の両脇に貼る。
42 ヨシ S.P.，ホウキグサ 薬 ─ ─ 小便がでない症状に効果がある。煎
じて飲む。
43 ススキ 薬 ─ ─ 解毒。根を煎じて飲む。
44 ササキビ属 薬 ─ ─ 化膿止め。毛虫にふれたときなどに
も使う。葉を潰してはる。
45 ヒリョウシダ 薬 ─ ─ 腹痛止め。葉を潰し腹にはる。
46 ホラシノブ 薬 ─ ─ 解熱。葉を煎じて飲む。
47 ミズスギ 薬 ─ ─ 解熱。葉を煎じて飲む。
48 イズハハコ属 薬 ─ ─ 皮膚の化膿止め。
49 シソ科 薬 ─ ─ ①解毒。葉を煎じて飲む。②関節炎。
葉を刻み火で炙って貼る。③体力増
強。葉を生で食べる。
50 ノボタン 薬 ─ ─ 腹痛止め。若芽を生で食べる。
51 アカネ科オオフタバム
グラ
薬 ─ ─ ラバや牛の皮膚炎。生で食べさせる。
52 Maesa イズセンリョウ 薬 ─ ─ 黄疸。煎じて飲む。
森林 53 キツネノマゴ科 薬 ─ ─ 月経不順。葉を煎じて飲む。
54 ヒトツバ 薬 ─ ─ 関節炎。葉を煎じて飲む。
55 ヤマアイ 薬 ─ ─ 足がだるいとき。煮て足に貼る。
56 R ne 属 薬 ─ ─ 体がだるいとき。樹皮を煎じて飲む。
57 コショウ属 S.P. 薬 ─ ─ 腹痛止め。
58 ミズ属 食用 ─ ─ 生でも可。
59 イラクサ属 餌 ─ ─ ブタのエサ
60 スズムシ草 有用 ─ ─ 藍の原料。
61 ミヤマイラクサ 薬 ─ ─ ブタの病気。症状は不明。煎じて飲
ませる。
62 クラレシダ 食用 ─ ─ ヒカゲワラビは食べない。区別して
いる。
63 ベゴニア 薬 ─ ─ 症状不明。
64 ガガイモ科 薬 ─ ─ リュウマチ。煎じて飲む。
65 イタビカズラ 薬 ─ ─ リュウマチ。煎じて飲む。
66 イワヒトデ属 S.P. 薬 ─ ─ リュウマチ。煎じて飲む。
［野生植物と栽培植物の境界と生業との関係性］……篠原 徹・西谷 大
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67 ヒペルス 薬 ─ ─ リュウマチ。煎じて飲む。
68 ヌカボシクリハラン属
S.P.
薬 ─ ─ 水腫。煎じて飲む
69 サクララン属 S.P. 薬 ─ ─ 水腫。煎じて飲む
70 エンレイソウ属 薬 ─ ─ 水腫。煎じて飲む
71 サンショウソウ 薬 ─ ─ 水腫。煎じて飲む
72 ウバ 薬 ─ ─ 傷の化膿止め。傷口に直接はる。
＊種の同定は宮崎卓による。






































































































































の栽培をおこなっており，それは 1990 年代まで続いた。1990 年代に入ってからは，藍の栽培と併





















































































































































































































































































けしている。1本のバナナから 1年で 30～40 元の売り




（16）――2008 年 2 月 9 日～3月 10 日，「環境省地球環境
研究総合推進費」（代表，渡辺知保）と，2008 年 7 月 16






























































（2010 年 7 月 26 日受付，2010 年 10 月 9 日審査終了）
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Relationship between the Boundary Dividing Wild Plants and Cultivated 
Plants and Livelihood
SHINOHARA Toru and NISHITANI Masaru
Judging from actual use of plants in areas surrounding upland fields/burnt fields and paddy fields, 
there is no simple binary opposition between wild plants and cultivated plants. In particular, a burnt 
field is a production site that does not depend on a certain species or several kinds of species like a 
paddy field or an upland field but depends on a diversity of species and a diversity of breeds.
Burnt fields and their surroundings are sites for long-time experiment on the actions of “protec-
tion,” “transplantation,” “admission,” and “avoidance” to sustainably maintain the utilization of plants, 
which are deeply involved in domestication. In order to make these actions possible, there must be 
spaces produced by burnt fields themselves with unclear boundaries from nature and practices in the 
utilization of natural resources of “planted plants” and “grown plants.” Because there are uncertain 
boundaries, possession of land not immobilized needs to be secured.
Furthermore, we want to insist that by adopting not a single pattern of livelihood but a parallel, 
complex pattern of livelihood with paddy fields, burnt fields, hunting, and field work, a more diverse 
utilization of wild plants will be promoted and there is a strong possibility that a collaborative creative 
relationship will develop between people and plants.
Key words: burnt field, collaborative creation, half cultivation, “planted plants” and “grown plants”, 
internalization of livelihood, complex livelihood
